
年
譜
 

秋
⼭
駿 

 
⼀
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
年
︶ 

四
⽉
⼆
三
⽇
︑
東
京
都
池
袋
︑
⽴
教
⼤
学
の
傍
に
⽣
ま
れ
る
︒
⽗
登
利
男
︑
⺟
照
⼦
の
⼆
男
︑
兄
に
浩
︒
⽗
は

鉄
道
省
の
官
吏
︑
⺟
は
信
州
須
坂
市
の
浄
運
寺
の
三
⼥
︒
嫁
⼊
り
道
具
は
要
ら
な
い
か
ら
学
費
を
く
れ
と
単
⾝

上
京
︑
⽇
本
⼥
⼦
⼤
学
国
⽂
科
を
卒
業
し
た
︒ 

⼀
九
三
六
年
︵
昭
和
⼀
⼀
年
︶
 

六
歳 

右
⽿
の
中
⽿
炎
が
悪
化
︑
新
宿
の
鉄
道
病
院
で
⼿
術
︒
準
備
室
の
笑
気
ガ
ス
と
⼿
術
室
の
光
景
が
︑
⽣
の
最
初

の
記
憶
と
な
る
︒ 

⼀
九
三
七
年
︵
昭
和
⼀
⼆
年
︶
 

七
歳 

池
袋
第
五
⼩
学
校
に
⼊
学
︒
⼊
学
当
⽇
か
ら
右
⽿
が
聞
こ
え
ぬ
た
め
に
右
隣
の
男
⼦
と
喧
嘩
︒
⽗
の
転
任
に
よ

り
︑
鶴
⾒
︑
名
古
屋
︑
ま
た
東
京
と
転
校
の
毎
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
︒
名
古
屋
で
は
紀
元
⼆
六
○
○
年
の

⾏
事
が
記
憶
に
残
り
︑
太
平
洋
戦
争
の
開
始
は
杉
並
第
⼆
国
⺠
学
校
五
年
⽣
の
と
き
︑
こ
れ
も
鮮
明
な
記
憶
で

あ
る
︒ 

⼀
九
四
三
年
︵
昭
和
⼀
⼋
年
︶
 

⼀
三
歳 

都
⽴
⼗
中
に
⼊
学
︒
⼀
年
⽣
の
と
き
⺟
が
結
核
で
死
ぬ
︒
⼆
年
⽣
の
途
中
か
ら
三
鷹
の
⽇
本
無
線
に
勤
労
動

員
︒
友
⼈
か
ら
本
を
借
り
︑
⼿
当
た
り
し
だ
い
に
⽇
本
近
代
⽂
学
を
乱
読
︒ 

⼀
九
四
四
年
︵
昭
和
⼀
九
年
︶
 

⼀
四
歳 

登
利
男
が
再
婚
︑
継
⺟
は
家
中
千
賀
⼦
︒ 

⼀
九
四
五
年
︵
昭
和
⼆
○
年
︶
 

⼀
五
歳 

⼋
⽉
⼀
五
⽇
︑
敗
戦
の
放
送
を
⽇
本
無
線
で
聞
く
︒
以
後
︑
あ
ま
り
学
校
へ
⾏
か
ず
︑
友
⼈
数
名
と
新
宿
︑
渋

⾕
︑
銀
座
の
街
を
歩
き
回
る
ば
か
り
︒
そ
の
⼆
年
間
に
︑
中
原
中
也
︑
⼩
林
秀
雄
︑
ラ
ン
ボ
オ
︑
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
þ
を
⼀
挙
に
知
る
︒ 

⼀
九
四
六
年
︵
昭
和
⼆
⼀
年
︶
 

⼀
六
歳 

妹
美
智
⼦
誕
⽣
︒ 

⼀
九
四
⼋
年
︵
昭
和
⼆
三
年
︶
 

⼀
⼋
歳 

早
稲
⽥
第
⼆
⾼
等
学
院
に
⼊
学
︒
Ｓ
Ｌ
組
で
︑
こ
れ
は
太
宰
治
的
な
⼩
説
を
書
き
た
い
若
者
と
︑
⾰
命
志
望
の

⻘
年
ば
か
り
が
集
う
奇
妙
な
ク
ラ
ス
で
あ
?
た
︒
早
熟
の
⽂
学
⻘
年
清
⽔
⼀
男
を
知
る
︒
彼
の
⽗
の
別
荘
が
桜

台
に
あ
り
︑
そ
の
広
い
⼆
階
に
彼
は
⼀
⼈
で
住
み
︑
そ
こ
に
哲
学
者
出
隆
の
⻑
男
出
英
利
が
同
居
し
て
い
た
︒

太
宰
治
と
三
島
由
紀
夫
の
対
⾯
を
︑
出
英
利
が
こ
の
家
で
お
こ
な
?
た
︒
清
⽔
の
と
こ
ろ
に
沢
⼭
の
本
︑
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
þ
全
集
あ
り
︑
ヴ
]
レ
リ
þ
全
集
あ
り
で
︑
私
は
乱
読
︑
こ
と
に
﹁
テ
ス
ト
⽒
﹂
に
熱
中
し
た
︒

⼀
年
後
︑
早
稲
⽥
⼤
学
⽂
学
部
仏
⽂
科
に
移
⾏
︒ 

⼀
九
五
⼆
年
︵
昭
和
⼆
七
年
︶
 

⼆
⼆
歳 

六
⽉
︑
清
⽔
⼀
男
の
発
意
に
よ
?
て
︑
同
⼈
誌
﹁
批
評
派
﹂
を
創
刊
︒
私
は
最
初
の
エ
q
セ
イ
﹁
⽯
塊
に
は
ひ

と
つ
の
物
語
が
あ
る
﹂
を
書
く
︵
﹃
内
部
の
⼈
間
﹄
に
収
録
︶
︒
誌
⾯
に
早
世
し
た
相
澤
諒
の
詩
が
載
り
︑
同



⼈
の
⼀
⼈
が
相
澤
諒
論
を
書
い
た
︒
表
紙
は
詩
⼈
吉
岡
実
が
描
い
て
く
れ
た
と
い
う
︒
私
は
⼤
学
⼆
年
の
頃
か

ら
︑
道
端
か
ら
拾
?
て
き
た
⽯
こ
ろ
を
机
に
置
き
︑
い
ろ
ん
な
問
い
掛
け
を
し
て
い
た
︒ 

⼀
九
五
三
年
︵
昭
和
⼆
⼋
年
︶
 

⼆
三
歳 

三
⽉
︑
⼤
学
卒
業
︒
そ
の
後
三
年
ば
か
り
︑
会
社
勤
め
が
で
き
ず
︑
た
だ
家
に
い
た
︒
昼
間
は
ひ
と
り
で
街
を

歩
き
回
り
︑
夜
は
眼
の
前
の
壁
の
汚
点
と
対
話
す
る
の
が
⽇
課
で
あ
?
た
︒
壁
の
汚
点
を
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

þ
﹃
⽩
痴
﹄
で
イ
q
ポ
リ
þ
ト
が
い
う
﹁
マ
イ
エ
ル
の
家
の
煉
⽡
壁
の
汚
点
﹂
に
な
ぞ
ら
え
た
︒ 

⼀
九
五
六
年
︵
昭
和
三
⼀
年
︶
 

⼆
六
歳 

六
⽉
︑
報
知
新
聞
社
に
⼊
社
︒
最
初
⽂
化
部
記
者
で
あ
?
た
が
︑
⼆
年
後
︑
⽂
化
部
は
廃
⽌
︑
整
理
部
に
移
?

た
︒
整
理
部
で
直
⾯
す
る
印
刷
職
員
の
⽣
活
と
意
⾒
が
︑
私
の
社
会
勉
強
で
あ
?
た
︒ 

⼀
九
五
七
年
︵
昭
和
三
⼆
年
︶
 

⼆
七
歳 

祖
⺟
千
代
が
︑
私
が
抱
き
起
こ
し
た
腕
の
中
で
死
ぬ
︒
私
は
後
を
継
⺟
に
託
し
︑
そ
の
ま
ま
会
社
へ
︒ 

⼀
九
五
九
年
︵
昭
和
三
四
年
︶
 

⼆
九
歳 

五
⽉
︑
宇
都
宮
⼤
学
教
授
古
川
茂
の
⻑
⼥
法
⼦
と
︑
東
京
⻄
郊
の
ひ
ば
り
が
丘
団
地
に
⼊
居
︒
親
族
と
は
す
べ

て
絶
交
︑
結
婚
式
も
結
婚
届
も
し
な
か
?
た
︒
前
年
﹁
批
評
派
﹂
の
⼀
部
の
者
が
同
⼈
誌
﹁
れ
あ
り
て
﹂
創

刊
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹁
⼩
松
川
⼥
⾼
⽣
殺
し
と
イ
q
ポ
リ
þ
ト
﹂
︵
第
⼆
号
︶
を
書
く
︒ 

⼀
九
六
〇
年
︵
昭
和
三
五
年
︶
 

三
〇
歳 

五
⽉
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
﹂
で
﹁
群
像
﹂
新
⼈
⽂
学
賞
評
論
部
⾨
を
受
賞
︒
し
か
し
そ
の
後
三
年
ほ
ど
低
迷
︒
ま

た
︑
こ
の
頃
︑
村
松
剛
に
誘
わ
れ
﹁
批
評
﹂
の
同
⼈
に
な
?
た
︒ 

⼀
九
六
三
年
︵
昭
和
三
⼋
年
︶
 

三
三
歳 

早
稲
⽥
時
代
の
友
⼈
⼤
河
内
昭
爾
に
誘
わ
れ
て
﹁
⽂
学
者
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
中
原
中
也
論
﹁
内
部
の
⼈
間
﹂
︑
⼀

⼀
⽉
︑
⼩
松
川
⼥
⾼
⽣
殺
し
事
件
を
主
題
に
し
た
﹁
想
像
す
る
⾃
由
﹂
︵
﹃
内
部
の
⼈
間
﹄
に
収
録
︶
を
発

表
︒
こ
の
﹁
想
像
す
る
⾃
由
﹂
が
久
保
⽥
正
⽂
の
﹁
⽂
学
界
﹂
の
同
⼈
誌
評
で
ほ
め
ら
れ
︑
ま
た
︑
三
島
由
紀

夫
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑
⽂
芸
誌
に
再
出
発
す
る
道
が
開
け
た
︒ 

⼀
九
六
四
年
︵
昭
和
三
九
年
︶
 

三
四
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
イ
q
ポ
リ
þ
ト
の
告
⽩
﹂
を
︑
⼆
⽉
︑
﹁
意
識
の
リ
ア
リ
ズ
ム
﹂
を
︑
四
⽉
︑
﹁
抽
象
と
現
実
﹂

を
︑
七
⽉
︑
﹁
⽯
塊
の
思
想
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
⼩
説
と
は
何
か
﹂
を
﹁
現
代
⽂
学
序
説
﹂
に

発
表
︒
﹁
時
代
⼩
説
に
つ
い
て
﹂
を
⼀
〇
︑
⼀
⼀
︑
⼀
⼆
⽉
と
﹁
⽂
学
界
﹂
に
連
載
︒
よ
く
も
こ
ん
な
ジ
ö
ン

ル
の
も
の
を
書
か
せ
て
く
れ
た
と
い
ま
さ
ら
に
感
⼼
す
る
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
退
屈
な
観
点
﹂
を
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
ぼ

く
は
⾃
分
を
も
た
な
い
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
五
年
︵
昭
和
四
〇
年
︶
 

三
五
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
中
原
中
也
﹂
を
︑
三
⽉
︑
﹁
抽
象
的
な
⼈
間
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
︑
四
⽉
︑
﹁
批
評
は
芸
術
か
﹂
を

﹁
批
評
﹂
春
季
号
に
︑
六
⽉
︑
﹁
い
く
つ
か
の
暗
礁
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
︑
七
⽉
︑
﹁
⼩
説
に
何
を
求
め
る

か
﹂
を
﹁
⽂
学
界
﹂
に
︑
九
⽉
︑
﹁
抽
象
的
な
ノ
þ
ト
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
単
純
な
⼈
間
の
⼩

説
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
﹃
眠
狂
四
郎
無
頼
控
﹄
⼀
︵
新
潮
社
︶
に
解
説
﹁
剣
の
魅
⼒
と
柴
⽥
錬
三
郎
﹂
を
︑
⼀

⼆
⽉
︑
﹁
私
と
は
何
か
﹂
を
﹁
審
美
﹂
に
発
表
︒ 



⼀
九
六
六
年
︵
昭
和
四
⼀
年
︶
 

三
六
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
⼩
説
の
リ
ア
リ
テ
5
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
︑
六
⽉
︑
﹁
⾃
⼰
回
復
の
ド
ラ
マ−

⼩
林
秀
雄
の
⼀
⾯
﹂
を

﹁
⽂
学
界
﹂
に
︑
七
⽉
︑
﹁
抽
象
的
な
⽣
活
﹂
を
﹁
南
北
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
現
代
⼩
説
の
⾏
⽅
﹂
を
﹁
群
像
﹂

に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
悪
の
場
⾯
﹂
︵
発
表
時
﹁
悪
の
宝
庫
を
索
め
て
﹂
︶
を
﹁
新
潮
﹂
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
七
年
︵
昭
和
四
⼆
年
︶
 

三
七
歳 

⼀
⽉
︑
第
⼀
評
論
集
﹃
内
部
の
⼈
間
﹄
︵
南
北
社
︶
を
刊
⾏
︒
四
⽉
︑
﹁
殺
⼈
考
﹂
を
︑
⼋
⽉
︑
﹁
内
部
の 

死
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
発
表
︒
す
こ
し
ず
つ
理
由
な
き
殺
⼈
の
問
題
に
近
付
こ
う
と
し
た
︒
三
⽉
︑
﹁
⼩
説
は
改

変
す
る
﹂
を
﹁
⽂
学
界
﹂
に
︑
五
⽉
︑
﹁
⼩
説
は
虚
構
か
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
﹁
⻑
い
も
の
そ
れ
は
何
故
⻑
い

か
﹂
を
﹁
⽂
学
者
﹂
に
発
表
︒
⼩
説
と
い
う
も
の
に
違
和
感
が
あ
?
た
︒
﹁
何
か
を
︑
も
?
と
多
く
を
﹂
︵
発

表
時
﹁
私
の
貧
乏
物
語
﹂
︶
を
﹁
潮
﹂
別
冊
夏
季
号
に
︑
九
⽉
︑
﹁
⼋
⽉
⼗
六
⽇
の
記
憶
﹂
︵
発
表
時
﹁
⽇
本

の
い
ち
ば
ん
短
い
⽇
﹂
︶
を
﹁
潮
流
ジ
ö
þ
ナ
ル
﹂
に
︒
こ
れ
ら
は
戦
後
と
い
う
時
代
へ
の
関
⼼
か
ら
︒
⼀
⼀

⽉
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
の
戦
後
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
⼋
年
︵
昭
和
四
三
年
︶
 

三
⼋
歳 

⼀
⽉
か
ら
﹁
三
⽥
⽂
学
﹂
で
︑
江
藤
淳
︑
⼤
江
健
三
郎
︑
安
部
公
房
︑
三
島
由
紀
夫…

…

と
作
家
⼀
六
名
に
⽂

学
イ
ン
タ
ビ
]
þ
︒
六
九
年
三
⽉
ま
で
︵
﹃
対
談
・
私
の
⽂
学
﹄
に
収
録
︶
︒
⼀
⽉
︑
﹁
わ
が
プ
ル
タ
þ
ク
﹂

を
﹁
季
刊
芸
術
﹂
冬
季
第
四
号
に
︑
四
⽉
︑
﹁
⾦
嬉
⽼
の
犯
罪
﹂
を
﹁
中
央
公
論
﹂
に
︑
﹁
幻
影
の
時
代
﹂

︵
発
表
時
﹁
江
藤
・
⼤
江
絶
交
始
末
記
﹂
︶
を
﹁
新
潮
﹂
に
︑
﹁
私
は
⼩
説
に
求
め
る
﹂
を
﹁
⾵
景
﹂
に
︑
六

⽉
︑
﹁
沈
黙
は
証
⾔
す
る
﹂
︵
発
表
時
﹁
私
は
盲
⽬
に
な
ろ
う
﹂
︶
を
﹁
武
蔵
⼤
学
新
聞
﹂
に
発
表
︒
﹁
想
像

す
る
⾃
由
﹂
が
﹃
全
集
・
現
代
⽂
学
の
発
⾒
﹄
︵
學
藝
書
林
︶
の
第
⼀
○
巻
﹁
証
⾔
と
し
て
の
⽂
学
﹂
に
収
録

さ
れ
る
︒
七
⽉
︑
﹁
模
索
す
る
も
の
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
笑
い
と
⾙
殻
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
︑
﹁
批
評

の
魅
⼒
﹂
︵
発
表
時
﹁
新
し
い
魅
⼒
が
ほ
し
い
﹂
︶
を
﹁
三
⽥
⽂
学
﹂
に
発
表
︒ 

⼀
九
六
九
年
︵
昭
和
四
四
年
︶
 

三
九
歳 

三
浦
哲
郎
に
誘
わ
れ
て
︑
﹁
早
稲
⽥
⽂
学
﹂
の
編
集
委
員
に
な
り
︑
⼆
⽉
号
︵
復
刊
第
⼀
号
︶
か
ら
﹁
歩
⾏
と

⾙
殻
﹂
を
連
載
︒
七
〇
年
⼆
⽉
号
完
︒
﹁−

−

以
下
は
私
と
い
う
単
純
な
主
格
の
⾏
な
う
と
り
と
め
の
な
い
⼈

形
劇
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
い
う
エ
q
セ
イ
の
第
⼀
作
⽬
で
︑
第
⼆
作
⽬
は
﹃
内
的
⽣
活
﹄
︑
第
三
作
⽬
が
﹃
舗
⽯

の
思
想
﹄
で
あ
る
︒
⼆
⽉
︑
﹁
虚
構
・
⾔
葉
・
想
像
⼒
を
め
ぐ
?
て
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
︑
﹁
裸
の
眼
と
成
熟
﹂

を
﹁
国
⽂
学
﹂
に
︑
三
⽉
︑
﹁
彼
等
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
だ
?
た…

…

﹂
︵
発
表
時
﹁
廃
墟
﹂
︶
を
﹁
情

況
﹂
に
︑
四
⽉
︑
﹁
⾔
葉
と
声
と
思
想
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
七
⽉
︑
﹁
現
実
は
要
求
す
る
︑
さ
ら
に
深
く
問

え
﹂
を
﹁
朝
⽇
ジ
ö
þ
ナ
ル
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
私
こ
そ
恐
怖
へ
歩
け
﹂
を
﹁
現
代
詩
⼿
帖
﹂
に
︑
⼀
○
⽉
︑

﹁
簡
単
な
⽣
活
﹂
を
﹁
季
刊
芸
術
﹂
第
⼀
⼀
号
に
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
と
⽂
体
﹂
を
﹁
国
⽂
学
﹂
に
︑
⼀

⼆
⽉
︑
﹁
必
要
の
な
い
⼈
間
﹂
を
﹁
展
望
﹂
に
発
表
︒
六
⽉
︑
﹃
無
⽤
の
告
発
﹄
︵
河
出
書
房
新
社
︶
刊
⾏
︒

⼀
〇
⽉
︑
﹃
対
談
・
私
の
⽂
学
﹄
︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
七
〇
年
︵
昭
和
四
五
年
︶
 

四
○
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
貧
乏
⼈
の
⾔
葉
﹂
を
﹁
⾵
景
﹂
に
発
表
︒
三
⽉
︑
﹃
抽
象
的
な
逃
⾛
﹄
︵
冬
樹
社
︶
刊
⾏
︒
四
⽉
︑

﹃
歩
⾏
と
⾙
殻
﹄
︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒
⼭
本
美
智
代
印
刷
画
集
﹃
銀
鍍
⾦
﹄
に
﹁
⼗
九
歳
の
死
﹂
を
︑
五
⽉
︑



﹁
ヴ
]
レ
リ
þ
と
三
島
由
紀
夫
﹂
を
﹁
国
⽂
学
﹂
に
発
表
︒
六
⽉
か
ら
﹁
東
京
新
聞
﹂
で
⽂
芸
時
評
を
始
め
る

︵
七
三
年
⼀
⼆
⽉
ま
で
︶
︒
七
⽉
︑
﹁
ド
ア
が
し
ま
る
﹂
を
﹁
⽂
学
界
﹂
に
︑
九
⽉
︑
﹁
お
か
し
な
病
気
﹂
を

﹁
新
潮
﹂
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
わ
が
サ
デ
5
ス
ム−

内
的
な
も
の
と
し
て
の
性
﹂
を
﹁
え
ろ
ち
か
﹂
に
︑
⼀
⼀

⽉
︑
﹁
知
的
接
吻
の
記
憶
﹂
を
﹁
国
⽂
学
﹂
に
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
何
が
引
き
⾦
を
引
か
せ
た
か
﹂
を
﹁
流
動
﹂
に

発
表
︒
こ
の
年
は
報
知
新
聞
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
激
し
く
︑
ロ
q
ク
ア
ウ
ト
も
経
験
し
た
︒
⼀
⼀
⽉
︑
三
島
由
紀

夫
の
⾃
決
に
シ
­
q
ク
を
受
け
︑
さ
さ
や
か
な
決
⼼
を
し
て
⼀
⼆
⽉
︑
会
社
を
辞
め
た
︒ 

⼀
九
七
⼀
年
︵
昭
和
四
六
年
︶
 

四
⼀
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
英
霊
の
声
・
憂
国
﹂
を
﹁
新
潮
・
三
島
由
紀
夫
読
本
﹂
に
︑
⼆
⽉
︑
﹁
三
島
由
紀
夫
語
録
﹂
︵
発
表

時
﹁
︿
三
島
語
録
﹀
そ
の
精
神
の
軌
跡
﹂
︶
を
﹁
⽂
芸
春
秋
﹂
に
発
表
︒
こ
れ
は
七
〇
年
の
﹁
ヴ
]
レ
リ
þ
と

三
島
由
紀
夫
﹂
︵
﹁
国
⽂
学
﹂
︶
の
延
⻑
上
に
あ
る
も
の
︒
四
⽉
︑
﹁
群
像
﹂
編
集
⻑
の
命
令
で
⽇
本
⼤
学
芸

術
学
部
の
⾮
常
勤
講
師
に
な
る
︒
伊
藤
礼
に
教
室
の
作
法
を
教
え
ら
れ
た
︵
七
九
年
ま
で
︶
︒
⼩
川
徹
の
誘
い

で
︑
⾃
分
で
も
意
外
な
⽂
章
︑
﹁
裸
と
壁
﹂
︵
四
⽉
︶
︑
﹁
裸
と
棘
﹂
︵
六
⽉
︶
を
﹁
映
画
芸
術
﹂
に
︑
﹁
想

像
の
な
か
の
悪
﹂
︵
⼋
⽉
︶
を
﹁
え
ろ
ち
か
﹂
に
書
い
た
︒
六
⽉
︑
⾼
橋
和
⼰
﹃
我
が
⼼
は
⽯
に
あ
ら
ず
﹄
の

解
説
を
新
潮
⽂
庫
に
︑
七
⽉
︑
﹁
同
世
代
の
⼈
﹂
を
﹁
⽂
芸
・
⾼
橋
和
⼰
追
悼
特
集
号
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
﹃
埴
⾕

雄
⾼
作
品
集
﹄
２
︵
河
出
書
房
新
社
︶
の
解
説
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
の
﹃
神
﹄
﹂
を
﹁
す
ば
る
﹂
に
︑
九
⽉
︑
⼤
江

健
三
郎
﹃
叫
び
声
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
⼀
〇
⽉
︑
⾼
橋
和
⺒
﹃
暗
⿊
へ
の
出
発
﹄
︵
徳
間
書
店
︶
の

解
説
を
書
く
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
時
が
流
れ
る
お
城
が
⾒
え
る
﹄
︵
仮
⾯
社
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
七
⼆
年
︵
昭
和
四
七
年
︶
 

四
⼆
歳 

四
⽉
︑
早
稲
⽥
⼤
学
⽂
学
部
⽂
芸
科
の
⾮
常
勤
講
師
に
な
る
︵
七
九
年
ま
で
︶
︒
時
代
の
変
わ
り
⽬
だ
?
た
の

だ
ろ
う
︑
現
実
の
⽅
が
⽂
学
よ
り
鋭
い
問
い
を
発
し
て
い
た
の
で
︑
﹁
⼥
を
裸
に
し
て
鞭
で
打
つ
こ
と
﹂

︵
﹁
ユ
リ
イ
カ
﹂
四
⽉
︶
﹁
架
空
の
⾏
為
と
死
﹂
︵
﹁
三
⽥
⽂
学
﹂
六
⽉
︶
﹁
渇
い
た
⼼
の
語
る
も
の
﹂

︵
﹁
朝
⽇
ジ
ö
þ
ナ
ル
﹂
六
⽉
︶
﹁
原
形
的
な
⼈
間
の
声
﹂
︵
﹁
⽇
本
読
書
新
聞
﹂
︶
﹁
特
性
の
な
い
ヒ
þ
ロ

þ
﹂
︵
﹁
現
代
の
眼
﹂
⼀
⼀
⽉
︶
な
ど
を
書
い
た
︒
七
⽉
︑
﹁
遠
い
蟬
の
記
憶
﹂
を
従
兄
が
始
め
た
﹁
信
州
の

旅
﹂
に
書
き
︑
⺟
親
の
出
⾝
地
信
州
と
の
交
流
が
復
活
す
る
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹃
考
え
る
兇
器
﹄
︵
冬
樹
社
︶
刊 

⾏
︑
タ
イ
ト
ル
は
磯
⽥
光
⼀
の
命
名
で
あ
る
︒
﹁
簡
単
な
⽣
活
﹂
が
﹁The Sim

ple Life

﹂
と
し
て
三
島
由
紀

夫
編
集
の
﹃N

ew
 W

riting in Japan

﹄
︵
ペ
ン
ギ
ン
ブ
q
ク
ス
︶
に
収
録
さ
れ
た
︒ 

⼀
九
七
三
年
︵
昭
和
四
⼋
年
︶
 

四
三
歳 

全
共
闘
⾃
主
講
座
派
の
⼤
学
教
授
が
集
う
塾
﹁
寺
⼩
屋
﹂
に
⽂
学
の
講
師
と
し
て
参
加
︒
個
性
あ
る
現
代
?
⼦

達
と
出
遭
う
︒
⼀
⽉
︑
﹃
⼩
林
秀
雄
と
中
原
中
也
﹄
︵
レ
グ
ル
ス
⽂
庫
︶
刊
⾏
︒
ま
た
⻑
⽥
弘
の
要
請
で
⼀
⽉

か
ら
﹁
早
稲
⽥
⽂
学
﹂
に
新
聞
の
犯
罪
記
事
の
抜
粋
を
﹁
私
の
犯
科
帳
﹂
と
し
て
連
載
︵
⼀
⼆
⽉
完
結
︶
︒
五

⽉
︑
﹃
秋
⼭
駿
批
評
Ⅰ 

定
本
 
内
部
の
⼈
間
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹃
⼤
岡
昇
平
全
集
﹄
︵
中
央

公
論
社
︶
の
⽉
報
に
﹁
⽣
の
公
式
﹂
︵
発
表
時
﹁
⼤
岡
昇
平
ノ
þ
ト
﹂
︶
を
連
載
︵
七
五
年
完
結
︶
︒ 

⼀
九
七
四
年
︵
昭
和
四
九
年
︶
 

四
四
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
団
地
通
信
１ 

⽣
真
⾯
⽬
な
喜
劇
の
時
代
﹂
を
﹁
週
刊
読
書
⼈
﹂
に
発
表
︵
以
後
毎
年
⼀
回
の
ペ
þ
ス

で
九
三
年
ま
で
︶
︒
三
⽉
︑
﹁
内
的
⽣
活
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
連
載
開
始
︵
⼀
⼆
⽉
ま
で
︶
︒
五
⽉
︑
⽗
登
利
男



死
す
︒
⽇
本
⽂
芸
家
協
会
編
の
短
編
ア
ン
ソ
ロ
ジ
þ
﹃
⽂
学
１
９
７
４
﹄
に
序
⽂
﹁
現
代
の
﹃
私
﹄
と
は
何

か
﹂
︵
発
表
時
﹁
⼀
九
七
三
年
の
⽂
学
概
説
﹂
︶
を
書
く
︒
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
þ
の
編
集
に
は
以
前
以
後
と
か

な
り
⻑
く
参
加
し
た
︒
六
⽉
︑
﹃
地
下
室
の
⼿
記
﹄
︵
徳
間
書
店
︶
刊
⾏
︒
こ
れ
は
昔
の
ノ
þ
ト
の
残
り
を
活

字
化
し
た
も
の
︒
タ
イ
ト
ル
は
編
集
者
の
命
名
︑
私
案
で
は
た
だ
﹁
ノ
þ
ト
﹂
で
あ
?
た
︒ 

⼀
九
七
五
年
︵
昭
和
五
〇
年
︶
 

四
五
歳 

⼆
⽉
︑
﹃
秋
⼭
駿
⽂
芸
時
評―

現
代
⽂
学
へ
の
架
橋
﹄
︵
河
出
書
房
新
社
︶
刊
⾏
︒
四
⽉
︑
﹃
内
的
⽣
活
﹄

︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒
五
⽉
︑
﹁
簡
単
な
⽣
活
者
の
意
⾒
﹂
を
﹁
伝
統
と
現
代
﹂
に
発
表
︒
六
⽉
︑
﹃
⾔
葉
の

棘
﹄
︵
北
洋
社
︶
︑
﹃
秋
⼭
駿
批
評
Ⅱ 

歩
⾏
と
⾙
殻
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
七
⽉
︑
﹁
知
れ
ざ
る
炎―

評
伝

中
原
中
也
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
連
載
開
始
︵
七
七
年
⼋
⽉
完
結
︶
︒
⼀
〇
⽉
︑
瀬
⼾
内
晴
美
﹃
花
芯
﹄
︵
⽂
春
⽂

庫
︶
の
解
説
を
書
く
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
⽂
学
へ
の
問
い
︵
第
⼀
対
談
集
︶
﹄
︵
徳
間
書
店
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
七
六
年
︵
昭
和
五
⼀
年
︶
 

四
六
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
神
々
し
い
プ
ラ
ト
ン
﹂
︵
岩
波
書
店
﹃
プ
ラ
ト
ン
全
集
﹄
11
の
⽉
報
︶
︑
﹁
善
と
悪
の
問
題
﹂
︵
岩

波
講
座
﹃
⽂
学
﹄
２
︶
︑
﹁
転
回
点
に
き
た
内
向
の
世
代
の
⽂
学
﹂
︵
﹁
読
売
新
聞
﹂
︶
︑
﹁
戦
災
孤
児
の
視

点―

野
坂
昭
如
の
⽂
学
﹂
︵
﹃
批
評
の
ス
タ
イ
ル
﹄
所
収
︶
を
発
表
︒
三
⽉
︑
﹁
志
賀
直
哉
の
﹃
私
﹄
に
つ
い

て
﹂
︵
﹁
国
⽂
学
﹂
︶
︑
六
⽉
︑
﹁
20
代
作
家
の
登
場―
村
上
⿓
︑
⾼
橋
三
千
綱
︑
中
上
健
次
﹂
︵
﹁
読
売
新

聞
﹂
︶
︑
⼋
⽉
︑
﹁
﹃
戦
後
﹄
に
飽
き
た
⽂
学
﹂
︵
﹁
朝
⽇
新
聞
﹂
︶
を
書
く
︒
⼋
⽉
︑
﹃
秋
⼭
駿
批
評
Ⅲ 

壁

の
意
識
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
九
⽉
︑
﹁
少
⼥
⼩
説
礼
讃―

吉
屋
信
⼦
と
佐
々
⽊
邦
﹂
︵
﹁
現
代
詩
⼿

帖
﹂
︶
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
犯
罪
の
形
⽽
上
学
﹂
︵
﹁
⽉
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹂
︶
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
デ
カ
ダ
ン
ス
の
⼈

―

ニ
þ
チ
N
﹂
︵
﹁
現
代
思
想
﹂
臨
時
増
刊
︶
︑
﹁
簡
単
な
死
﹂
︵
﹁
伝
統
と
現
代
﹂
︶
を
発
表
︒ 

⼀
九
七
七
年
︵
昭
和
五
⼆
年
︶
 

四
七
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
読
売
新
聞
﹂
の
⽂
芸
時
評
を
担
当
︵
⼋
⼀
年
⼀
⼆
⽉
ま
で
︶
︒
四
⽉
︑
﹁
⾃
分
が
嫌
い
な
⼈
間―

キ

ル
ケ
ゴ
þ
ル
﹂
︵
﹁
現
代
思
想
﹂
︶
︑
﹁
都
市
の
犯
罪
︵
あ
る
い
は
光
と
影
︶
﹂

︵
﹁G

R
APH

IC
ATIO

N

﹂
︶
︑
七
⽉
︑
中
上
健
次
と
の
往
復
書
簡
﹁
衰
弱
し
た
者
か
ら
元
気
な
病
⼈
へ
﹂

︵
﹁
伝
統
と
現
代
﹂
︶
な
ど
︒
﹃
架
空
の
レ
q
ス
ン
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
九
⽉
︑
﹁
年
増
⼥
の
⾵
情
・
ひ

ば
り
が
丘
団
地
﹂
︵
﹁
週
刊
読
売
﹂
︶
︑
﹁
⼼
の
化
学―

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
þ
と
私
﹂
︵
学
習
研
究
社
﹃
世
界

⽂
学
全
集
﹄
37
の
解
説
︶
を
発
表
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹃
知
れ
ざ
る
炎―

評
伝
中
原
中
也
﹄
︵
河
出
書
房
新
社
︶
刊

⾏
︑
⻑
⾕
川
泰
⼦
と
の
対
談
﹁
中
也
・
在
り
し
⽇
の
夢
﹂
︵
﹁
国
⽂
学
﹂
︶
︒ 

⼀
九
七
⼋
年
︵
昭
和
五
三
年
︶
 

四
⼋
歳 

⼆
⽉
︑
松
原
新
⼀
︑
磯
⽥
光
⼀
と
の
共
著
で
﹃
現
代
の
⽂
学 

別
巻―

戦
後
⽇
本
⽂
学
史
・
年
表
﹄
︵
講
談
社
︶

刊
⾏
︒
私
の
担
当
は
⼀
九
六
〇
年
以
降
だ
?
た
が
︑
こ
の
仕
事
が
苦
⼿
で
︑
⼤
い
に
苦
労
︑
⽂
学
史
と
い
う
よ

り
エ
q
セ
イ
調
に
な
?
て
し
ま
?
た
︵
⼋
三
年
中
国
語
訳
︑
上
海
で
刊
⾏
︶
︒
四
⽉
︑
中
村
雄
⼆
郎
の
要
請

で
︑
Ｍ
・
フ
þ
コ
þ
を
囲
ん
で
の
タ
þ
ブ
ル
・
ロ
ン
ド
に
﹁
⽇
本
の
⽂
学
と
犯
罪
︑
そ
し
て
︑
⼀
⼈
の
犯
⾏
者

に
つ
い
て
﹂
を
発
表
︒
五
⽉
︑
﹁
新
し
い
時
代
の
駄
々
?
児―

中
上
健
次
論
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
七
⽉
︑
﹁
団

地
と
い
う
町
﹂
︵
﹁
現
代
詩
⼿
帖
﹂
︶
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
三
浦
哲
郎
⾃
選
短
篇
集
﹄
︵
読
売
新
聞
社
︶
の
解
説
︑

⼀
⼆
⽉
︑
佐
⽊
隆
三
﹃
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
の
解
説
を
書
く
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹃
批
評
の
ス



タ
イ
ル
﹄
︵
ア
デ
5
ン
書
房
︶
刊
⾏
︒
こ
の
本
に
は
︑
私
の
主
題
で
あ
る
﹁
ノ
þ
ト
の
精
神
﹂
を
︑
⽯
原
吉

郎
︑
吉
増
剛
造
な
ど
の
詩
を
め
ぐ
?
て
展
開
し
た
⽂
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
何
時
︑
ど
こ
へ
書
い
た
も
の

か
忘
れ
て
し
ま
?
た
︒ 

⼀
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
年
︶
 

四
九
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
悲
劇
へ
の
意
思
﹂
︵
初
出
時
﹁
ノ
þ
ト
の
精
神
﹂
︶
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
発
表
︒
﹃
内
的
な
理
由
﹄
︵
構 

想
社
︶
刊
⾏
︒
三
⽉
︑
﹁
舗
⽯
の
思
想
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
連
載
開
始
︵
⼋
〇
年
七
⽉
完
結
︶
︒
ま
た
︑
中
原
中

也
の
⼩
評
伝
︵
集
英
社
﹃
⽇
本
の
詩
﹄
12
︶
を
書
く
︒
四
⽉
︑
﹁
忘
れ
去
ら
れ
た
﹃
戦
争
﹄
﹂
︵
﹁
⽂
学

界
﹂
︶
︑
こ
れ
は
⽇
本
の
q
無
条
件
降
伏
t
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
?
て
の
江
藤
淳
の
批
判
に
対
す
る
私
の
返

事
︒
六
⽉
︑
﹁
こ
の
男
は
恐
る
べ
き
だ―

﹃
歎
異
抄
﹄
を
読
む
﹂
︵
﹁
現
代
思
想
﹂
︶
を
書
く
︒
⼀
⼀
⽉
︑

﹃
⽂
学
の
⽬
覚
め
る
時
︵
第
⼆
対
談
集
︶
﹄
︵
徳
間
書
店
︶
刊
⾏
︒
⼀
〇
⽉
︑
東
京
農
⼯
⼤
学
⼀
般
教
養
部
教

授
︵
⽂
学
担
当
︑
九
三
年
ま
で
︶
︑
ま
た
野
間
⽂
芸
新
⼈
賞
の
選
考
委
員
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
︒ 

⼀
九
⼋
〇
年
︵
昭
和
五
五
年
︶
 

五
〇
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
お
⾦
と
近
代
化
﹂
︵
﹁
⽂
学
界
﹂
︶
︑
⼆
⽉
︑
﹁
団
地
通
信
７ 

市
⺠
は
政
府
の
玩
具
﹂
︵
﹁
週
刊
読

書
⼈
﹂
︶
︑
⼋
⽉
︑
﹁
朝
鮮―

切
れ
切
れ
の
出
会
い
﹂
︵
﹁
季
刊
三
千
⾥
﹂
︶
を
発
表
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
舗
⽯
の

思
想
﹄
︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
⼀
年
︵
昭
和
五
六
年
︶
 

五
⼀
歳 

三
⽉
︑
﹃
秋
⼭
駿
批
評
Ⅳ 

内
的
⽣
活
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
七
⽉
︑
﹃
前
登
志
夫
歌
集
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
の

付
録
に
﹁
そ
う
︑
⼀
⾜
ご
と
の
⽊
靴
の
⾳
﹂
︑
九
⽉
︑
﹁
溶
解
か
ら
創
造
へ―
開
⾼
健
の
⽂
学
﹂
︵
﹁
新

潮
﹂
︶
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
﹃
犯
罪
﹄
へ
の
意
思
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
﹁
三
度
⽬
の
﹃
﹁
⼤
菩
薩
峠
﹂
﹂
︵
富
⼠
⾒

時
代
⼩
説
⽂
庫
の
解
説
︶
を
発
表
︒ 

⼀
九
⼋
⼆
年
︵
昭
和
五
七
年
︶
 

五
⼆
歳 

⼆
⽉
︑
﹁
⾝
障
児
の
⾚
ん
坊
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
五
⽉
︑
﹃
本
の
顔 

本
の
声
﹄
︵
福
武
書
店
︶
刊
⾏
︑
こ
れ
は

七
三
年
か
ら
丸
⾕
才
⼀
の
誘
い
で
参
加
し
た
﹁
週
刊
朝
⽇
﹂
の
書
評
を
収
め
た
も
の
︒
七
⽉
︑
﹃
⽣
の
磁
場―

⽂
芸
時
評 1977

�1981

﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
⼋
⽉
︑
﹁
﹃
プ
ル
タ
þ
ク
英
雄
伝
﹄
﹂
︵
﹁
読
売
新
聞
﹂

に
四
回
︶
︑
九
⽉
︑
﹁
こ
こ
ろ
の
詭
計̶

嘉
村
磯
多
に
よ
る
問
い
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
﹃
病
者
﹄

に
つ
い
て
﹂
︵
﹁
⽂
学
界
﹂
︶
︑
﹁
﹃
犯
罪
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹁
⽂
芸
﹂
︶
を
発
表
︒ 

⼀
九
⼋
三
年
︵
昭
和
五
⼋
年
︶
 

五
三
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
魂
と
意
匠―

⼩
林
秀
雄
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︵
⼋
五
年
四
⽉
完
結
︶
︒
途
中
︑
⼩
林

秀
雄
の
死
に
よ
?
て
︑
三
⽉
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
⽒
の
魅
⼒
﹂
︵
﹁
朝
⽇
新
聞
﹂
︶
︑
五
⽉
︑
﹁
時
を
打
た
な
い
時

計
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
﹁
⼩
林
秀
雄
の
現
代
性
﹂
︵
﹁
⽂
学
界
﹂
︶
な
ど
発
表
︒
﹁
⽂
学
の
﹃
暗
室
﹄
﹂
︵
発

表
時
﹁
⽇
本
に
お
け
る
犯
罪
⽂
学
の
先
駆
﹂
︑
正
宗
⽩
⿃
﹃
⼈
を
殺
し
た
が…

﹄
福
武
書
店
の
解
説
︶
︑
⼋

⽉
︑
中
野
孝
次
﹃
苦
い
夏
﹄
︵
河
出
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
⼀
○
⽉
︑
﹁
単
調
な
⼈
間
﹂
︵
﹁
⽂
学
界
﹂
︶
を
書

く
︒
﹃
こ
こ
ろ
の
詭
計
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
四
年
︵
昭
和
五
九
年
︶
 

五
四
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
⼀
⾴
時
評
﹂
を
﹁
⽂
芸
﹂
に
連
載
︵
⼀
⼆
⽉
完
結
︶
︒ 



⼀
九
⼋
五
年
︵
昭
和
六
〇
年
︶
 

五
五
歳 

三
⽉
︑
﹁
⽯
こ
ろ
へ
﹂
を
﹁
季
刊
⼿
紙
﹂
に
︑
九
⽉
︑
﹁
兄
の
死
﹂
︑
⼀
⼀
︑
⼀
⼆
⽉
に
﹁
家
と
⼥
た
ち
﹂

︵
⼆
回
︶
を
﹁
新
潮
﹂
に
発
表
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
魂
と
意
匠―

⼩
林
秀
雄
﹄
︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
六
年
︵
昭
和
六
⼀
年
︶
 

五
六
歳 

四
⽉
か
ら
慶
応
⼤
学
久
保
⽥
万
太
郎
記
念
講
座
の
中
の
﹁
現
代
芸
術
﹂
と
い
う
科
⽬
の
﹁
前
期
﹂
を
担
当
︒
三

⽉
︑
﹁
﹃
私
と
は
何
か
﹄―

埴
⾕
雄
⾼
の
﹃
発
⾒
﹄
﹂
︵
﹃
⾔
論
は
⽇
本
を
動
か
す
﹄
２ 

講
談
社
︶
︑
五
⽉
︑

﹁
夫
婦
と
私
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
こ
の
夏
︑
﹁
寺
⼩
屋
﹂
の
⽣
徒
川
端
光
明
に
連
れ
ら
れ
て
三
泊
の
韓
国
旅
⾏

を
し
︑
そ
の
印
象
﹁
え
ん―
円―
韓
国
旅
⾏
﹂
︵
﹁
え
ん
﹂
創
刊
号
︑
⼀
⼀
⽉
︶
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
批
評
の
⼀
本

の
簡
単
な
線
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
﹁
﹃
罪
の
感
覚
﹄
の
創
造―

遠
藤
周
作
の
懐
疑
﹂
︵
﹁
解
釈
と
鑑
賞
﹂
︶
を

発
表
︒ 

⼀
九
⼋
七
年
︵
昭
和
六
⼆
年
︶
 

五
七
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
毎
⽇
新
聞
﹂
の
⽂
芸
時
評
を
始
め
る
︵
九
三
年
四
⽉
ま
で
︶
︒
⼆
⽉
︑
﹁
韓
国
旅
⾏
の
ち
ぐ
は
ぐ
﹂

︵
﹁
海
燕
﹂
︶
︑
三
⽉
︑
﹁
内
な
る
⾼
層
ビ
ル
﹂
︵
﹁
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
﹂
︶
︑
四
⽉
︑
﹁
賢
兄
愚
弟―

磯
⽥
光
⼀
の
死
を
悼
む
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
九
⽉
︑
﹁
陸
沈
の
⼈―

深
沢
七
郎
逝
く
﹂
︵
﹁
週
刊
読
書

⼈
﹂
︶
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
新
し
い
私
⼩
説
へ
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
を
発
表
︒
前
年
の
慶
⼤
の
講
義
を
﹃
恋
愛
の
発
⾒

̶

現
代
⽂
学
の
原
像
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
と
し
て
刊
⾏
︒ 

⼀
九
⼋
⼋
年
︵
昭
和
六
三
年
︶
 

五
⼋
歳 

⼀
⽉
︑
﹃
簡
単
な
⽣
活
者
の
意
⾒
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
四
⽉
︑
﹁
単
純
な
も
の
と
豊
富
な
も
の
﹂
︵
﹁
す

ば
る
﹂
⽯
川
淳
追
悼
号
︶
︑
五
⽉
︑
﹁
煙
り
が
眼
に
し
み
る―

嫌
煙
権
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
﹁
命
の
細
い
⽷
筋

―

嘉
村
礒
多
﹃
再
び
故
郷
に
帰
り
ゆ
く
こ
こ
ろ
﹄
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
書
評
﹁
藤
沢
周
平
﹃
蝉
し
ぐ
れ
﹄
﹂

︵
﹁
週
刊
朝
⽇
﹂
︶
︑
九
⽉
︑
﹁
誤
解
さ
れ
る
⼈
︵
追
悼
中
村
光
夫
︶
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
信

⻑
︑
⼤
う
つ
気
の
⼼
﹂
︵
﹁
海
燕
﹂
︶
を
発
表
︒ 

⼀
九
⼋
九
年
︵
昭
和
六
四
年
・
平
成
元
年
︶
 

五
九
歳 

⼀
⽉
か
ら
﹁
⼈
⽣
の
検
証
﹂
を
﹁
新
潮
﹂
に
連
載
︵
⼀
⼆
⽉
完
結
︶
︒
⼀
⽉
︑
﹁
団
地
の
感
覚
﹂
を
﹁
読
売
新

聞
﹂
に
短
期
連
載
︵
全
五
回
︶
︑
﹁
い
わ
く
不
可
解―

私
に
と
?
て
の
﹃
昭
和
﹄
﹂
︵
発
表
時
﹁
得
体
の
知
れ

ぬ
感
覚
﹂
︑
﹁
毎
⽇
新
聞
﹂
︶
︑
三
⽉
︑
﹁
矜
持
に
満
ち
た
⽣―

⼤
岡
昇
平
追
悼
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
七
⽉
︑

﹁
⽂
章
の
徳
︵
追
悼
阿
部
昭
︶
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
を
発
表
︒
⼋
⽉
︑
﹁
﹃
ユ
ニ
þ
ク
な
個
性
﹄
に
触
れ
る―

九

州
芸
術
祭
と
私
﹂
を
﹁
⻄
⽇
本
新
聞
﹂
に
︒
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
︑
九
州
・
沖
縄
⽂
学
賞
改
め
九
州
芸
術

祭
⽂
学
賞
の
選
考
委
員
に
な
?
て
い
た
︒
ま
た
︑
か
な
り
前
か
ら
毎
⽇
芸
術
賞
諮
問
委
員
で
あ
り
︑
し
ば
し
ば

芸
術
選
奨
⽂
学
部
⾨
の
選
考
委
員
で
あ
?
た
︒ 

⼀
九
九
〇
年
︵
平
成
⼆
年
︶
 

六
○
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
床
し
い
⾔
葉
に
渇
く
︵
往
復
書
簡
・
中
野
孝
次
さ
ん
へ
︶
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
⼆
⽉
︑
書
評
﹁
時
代

の
鏡―

江
藤
淳
﹃
全
⽂
芸
時
評
﹄
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
三
⽉
︑
⼩
林
秀
雄
﹃
栗
の
⽊
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶

の
解
説
︑
﹃
⼈
⽣
の
検
証
﹄
︵
新
潮
社
︶
刊
⾏
︵
第
⼀
回
伊
藤
整
⽂
学
賞
に
な
る
︶
︒
四
⽉
︑
三
浦
哲
郎

﹃
野
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
七
⽉
︑
永
⼭
則
夫
﹃
無
知
の
涙
・
新
版
﹄
︵
河
出
⽂
庫
︶
の
解
説
︑



⼋
⽉
︑
﹃
柴
⽥
錬
三
郎
選
集
﹄
18
︵
集
英
社
︶
に
解
説
﹁
魂
の
炎
﹂
を
書
く
︒
私
は
こ
の
選
集
の
編
集
委
員
で

あ
?
た
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
私
と
い
う
も
の
を
殺
す
⼈―

追
悼
永
井
⿓
男
﹂
︵
﹁
⽂
学
界
﹂
︶
︑
﹃
永
⼭
則
夫
の
獄

中
読
書
⽇
記
﹄
︵
朝
⽇
新
聞
社
︶
の
解
説
︑
﹃
時
代
⼩
説
礼
讃
﹄
︵
⽇
本
⽂
芸
社
︶
刊
⾏
︒ 

⼀
九
九
⼀
年
︵
平
成
三
年
︶
 

六
⼀
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
批
評
と
還
暦
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
﹁
⽇
本
の
﹃
純
⽩
﹄
の
恋
﹂
︵
﹁
国
⽂
学
﹂
︶
︑
四
⽉
︑
﹁
⾃
虐

す
る
作
家
・
川
端
康
成―
﹃
⼀
草
⼀
花
﹄
﹂
︵
﹁
読
売
新
聞
﹂
︶
︑
五
⽉
︑
﹃
知
れ
ざ
る
炎
﹄
が
講
談
社
⽂
芸

⽂
庫
に
な
る
︒
七
⽉
︑
﹁
深
淵
を
覗
く
思
い―

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
﹂
を
﹃
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
﹄
６
︵
岩
波
書

店
︶
の
⽉
報
に
︑
藤
沢
周
平
﹃
蟬
し
ぐ
れ
﹄
︵
⽂
春
⽂
庫
︶
の
解
説
︒
九
⽉
⼀
六
⽇
か
ら
⼆
九
⽇
ま
で
︑
⽇
中

⽂
化
交
流
協
会
の
訪
中
作
家
代
表
団
と
し
て
︑
三
浦
哲
郎
団
⻑
︑
⾼
井
有
⼀
︑
⿊
井
千
次
と
訪
中
︑
ま
?
た
く

の
異
国
を
⾒
る
よ
う
で
も
あ
り
︑
既
視
感
が
あ
る
よ
う
で
も
あ
り
︑
感
覚
が
混
乱
し
た
︒
中
国
の
作
家
陳
喜
儒

を
識
る
︒
九
⽉
︑
﹁
路
上
の
櫂
歌
１
少
年
﹂
︵
﹁
ポ
エ
テ
5
カ
﹂
︶
︑
隆
慶
⼀
郎
﹃
⼀
夢
庵
⾵
流
記
﹄
︵
新
潮

⽂
庫
︶
の
解
説
︑
⼀
〇
⽉
︑
書
評
﹁
⼈
⽣
の
謎―
安
岡
章
太
郎
﹃
⼣
陽
の
河
岸
﹄
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
を
発
表
︒ 

⼀
九
九
⼆
年
︵
平
成
四
年
︶
 

六
⼆
歳 

三
⽉
︑
横
光
利
⼀
﹃
寝
園
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
四
⽉
︑
書
評
﹁
﹃
芒
克
詩
集
﹄
﹂
︵
﹁
Ｌ
＆

Ｇ
﹂
︑
ね
じ
め
正
⼀
﹃
⾼
円
寺
純
情
商
店
街
﹄
︵
新
潮
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
五
⽉
︑
﹁
信
⻑
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
の

連
載
を
始
め
る
︵
九
五
年
⼀
〇
⽉
完
結
︶
︒
⼀
○
⽉
︑
﹁
中
上
健
次
の
思
い
出
︵
追
悼
中
上
健
次
︶
﹂
︵
﹁
群

像
﹂
︶
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
⼤
き
な
⾔
葉
と
⼩
さ
な
⾔
葉
﹂
︵
﹁
⽂
芸
・
中
上
健
次
追
悼
特
集
﹂
︶
︑
﹁
﹃
⼤
連
港

で
﹄
を
読
ん
で
﹂
を
﹃
清
岡
卓
⾏
⼤
連
全
⼩
説
集
﹄
上
巻
︵
⽇
本
⽂
芸
社
︶
の
⽉
報
に
︒ 

⼀
九
九
三
年
︵
平
成
五
年
︶
 

六
三
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
病
者
の
感
覚
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
﹁
⼤
い
な
る
⽂
学
の
実
験
者―

安
部
公
房
⽒
を
悼
む
﹂
︵
﹁
読
売

新
聞
﹂
︶
︑
団
地
通
信
の
最
終
回
﹁
﹃
怨
望
﹄
の
時
代
が
は
じ
ま
る
﹂
︵
発
表
時
﹁
幻
想
の
剥
落
す
る
と

き
﹂
︑
﹁
週
刊
読
書
⼈
﹂
︶
︑
﹁
路
上
の
櫂
歌
﹂
最
終
回
﹁
偶
然
﹂
︵
﹁
ポ
エ
テ
5
カ
﹂
︶
︑
﹃
三
浦
綾
⼦
全

集
﹄
11
︵
主
婦
の
友
社
︶
に
解
説
︑
六
⽉
︑
佐
⽊
隆
三
﹃
⾝
分
帳
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
に
解
説
︒
九
⽉
⼀
七
⽇

よ
り
⼆
六
⽇
ま
で
︑
⽇
中
⽂
化
交
流
協
会
の
訪
中
作
家
代
表
団
の
⼀
員
と
し
て
︑
三
浦
哲
郎
団
⻑
︑
⽥
沼
武
能

ら
と
訪
中
︑
京
劇
の
学
校
が
お
も
し
ろ
か
?
た
︒
⼀
⼀
⽉
︑
萩
原
朔
太
郎
賞
の
選
考
委
員
に
な
?
た
の
で
︑
選

評
﹁
⼼
に
滲
み
⼊
る
⾔
葉―

⾕
川
俊
太
郎
﹃
世
間
知
ラ
ズ
﹄
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
な
ど
︒ 

⼀
九
九
四
年
︵
平
成
六
年
︶
 

六
四
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
砂
粒
の
私
記
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︵
九
六
年
九
⽉
完
結
︶
︒
四
⽉
︑
﹁
林
檎
と
蛇
﹂

︵
﹁
別
冊
⽂
芸
春
秋
﹂
春
季
号
︶
︑
﹁
厭
な
奴
の
話
﹂
︵
﹁
リ
テ
レ
þ
ル
別
冊
⑥
モ
þ
ツ
]
ル
ト
を
聴

く
﹂
︶
︑
六
⽉
︑
﹁
⽣
の
伴
侶
と
し
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
þ
﹂
︵
﹁
ロ
シ
ア
⼿
帖
﹂
︶
︑
⼋
⽉
︑
﹃
路
上
の

櫂
歌
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
花
袋
は
死
な
ず
︑
⽣
き
て
い
る
﹂
を
﹃
定
本
花
袋
全
集
﹄
18
︵
臨

川
書
店
︶
の
⽉
報
に
発
表
︒ 

⼀
九
九
五
年
︵
平
成
七
年
︶
 

六
五
歳 

四
⽉
︑
法
政
⼤
学
⽂
学
部
⽇
本
⽂
学
科
の
⾮
常
勤
講
師
に
な
る
︵
九
六
年
ま
で
︶
︒
﹁
怖
る
べ
き
親
切
﹂
を

﹃
⼤
岡
昇
平
全
集
﹄
７
︵
筑
摩
書
房
︶
の
⽉
報
に
︑
六
⽉
︑
中
国
作
家
陳
喜
儒
の
﹁
⽇
本
の
純
⽂
学
に
関
す
る



レ
ポ
þ
ト
﹂
へ
の
返
信
︑
九
⽉
︑
﹃
⼤
岡
昇
平
全
集
﹄
12
の
解
説
﹁
恋
愛
︑
お
よ
び
現
代
性
の
研
究―

﹃
愛
に

つ
い
て
﹄
を
巡
?
て
﹂
な
ど
︒ 

⼀
九
九
六
年
︵
平
成
⼋
年
︶
 

六
六
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
私―
⽣
に
穿
た
れ
た
底
無
し
の
⽳
﹂
︵
﹁
ビ
オ
ス
﹂
２
︶
︑
川
端
康
成
﹃
た
ん
ぽ
ぽ
﹄
︵
講
談
社
⽂ 

芸
⽂
庫
︶
に
解
説
﹁
不
思
議
な
作
家
﹂
︑
﹃
渡
辺
淳
⼀
全
集
﹄
12
︵
⾓
川
書
店
︶
に
解
説
﹁
﹃
現
代
性
﹄
の
⾳

調
を
叩
く
﹂
︑
﹃
漱
⽯
全
集
﹄
第
⼀
七
巻
︵
岩
波
書
店
︶
の
⽉
報
に
﹁
私
は
困
ら
せ
ら
れ
た…

…

﹂
︑
⼆
⽉
︑

﹃
岩
野
泡
鳴
全
集
﹄
第
五
巻
︵
臨
川
書
店
︶
の
⽉
報
に
﹁
額
に
徴
し
を
も
つ
者
﹂
︑
三
⽉
︑
﹃
松
本
清
張
全

集
﹄
66
︵
⽂
芸
春
秋
︶
に
解
説
﹁
﹃
途
⽅
も
な
い
﹄
作
家
﹂
︑
﹃
信
⻑
﹄
︵
新
潮
社
︶
刊
⾏
︵
野
間
⽂
芸
賞
︑

毎
⽇
出
版
⽂
化
賞
に
な
る
︶
︑
七
⽉
︑
﹁
信
⻑
の
鉄
張
り
の
船
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
第
⼀
号
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
批

評
と
和
菓
⼦
﹂
を
﹁
あ
き
味
﹂
に
書
く
︒
﹃
⼈
⽣
の
検
証
﹄
が
新
潮
⽂
庫
に
な
?
た
︒
⼀
○
⽉
︑
岩
阪
恵
⼦

﹃
淀
川
に
ち
か
い
町
か
ら
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
に
解
説
︒
⼀
〇
⽉
︑
⽇
中
⽂
化
交
流
協
会
に
よ
る
訪
中
︑

三
浦
哲
郎
団
⻑
︑
⾼
橋
昌
男
︑
増
⽥
み
ず
⼦
ら
と
︑
昆
明
の
⼈
と
⾵
俗
に
⾮
常
な
親
し
さ
を
感
じ
た
︒ 

⼀
九
九
七
年
︵
平
成
九
年
︶
 

六
七
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
昆
明
の
美
少
⼥
﹂
を
﹁
波
﹂
に
︑
﹃
信
⻑
発
⾒
︵
対
談
と
エ
q
セ
イ
︶
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
埴

⾕
雄
⾼
の
死
を
悼
ん
で
︑
四
⽉
︑
﹁
﹃
死
霊
﹄
を
読
ん
だ
頃
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︑
六
⽉
︑
﹁
三
輪
与
志
の
孤

独
﹂
︵
﹁
情
況
﹂
︶
を
書
く
︒
七
⽉
︑
﹁
お
寺
の
記
憶
﹂
を
﹁
⽉
刊
住
職
﹂
に
︑
⼋
⽉
︑
﹁
永
⼭
則
夫
へ
の
懐

疑
﹂
を
﹁
朝
⽇
新
聞
﹂
に
︑
川
崎
⻑
太
郎
﹃
抹
⾹
町
・
路
傍
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
に
解
説
︑
佐
⽊
隆
三

﹃
死
刑
囚 

永
⼭
則
夫
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
の
解
説
︑
稲
葉
真
⼸
﹃
エ
ン
ド
レ
ス
・
ワ
ル
ツ
﹄
︵
河
出
⽂
庫
︶
の

解
説
︑
﹃
信
⻑ 

秀
吉 

家
康
︵
岳
真
也
と
の
対
談
︶
﹄
︵
廣
済
堂
出
版
︶
刊
⾏
︒
九
⽉
︑
﹃
砂
粒
の
私
記
﹄

︵
講
談
社
︶
刊
⾏
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹁
⾏
き
つ
戻
り
つ
﹂
を
﹁
⽇
本
経
済
新
聞
﹂
に
連
載
︵
毎
週
⽇
曜
⽇
︑
九
⼋
年

三
⽉
完
結
︶
︑
﹁
﹃
地
獄
の
季
節
﹄―

新
し
い
私
を
発
⾒
せ
よ
︑
と
い
う
﹂
を
﹃
世
界
⽂
学
の
す
す
め
﹄
︵
岩

波
⽂
庫
別
冊
︶
に
︒
⼀
⼀
⽉
︑
井
伏
鱒
⼆
﹃
夜
ふ
け
と
梅
の
花
・
⼭
椒
⿂
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
の
解
説
︒

四
⽉
か
ら
武
蔵
野
⼥
⼦
⼤
学
⽂
学
部
⽇
本
⽂
学
科
の
教
授
に
な
?
た
︒
履
歴
・
業
績
な
ど
を
細
々
と
書
か
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
︑
そ
ん
な
世
の
中
に
な
?
た
か
と
思
う
⼀
⽅
︑
⼤
い
に
閉
⼝
し
た
︒
あ
わ
て
て
思
い
起
こ
し
て
み

る
と
︑
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
⽂
学
賞
の
他
に
︑
次
の
選
考
委
員
を
し
て
い
た
︒
川
端
康
成
⽂
学
賞
︑
⾈
橋
聖

⼀
⻘
年
⽂
学
賞
︑
⽊
⼭
捷
平
⽂
学
賞
︑
⼤
阪
⼥
性
⽂
芸
賞
︑
ら
い
ら
?
く
⽂
学
賞
︑
⽇
本
農
⺠
⽂
学
賞
︒
遠
い

昔
に
は
﹁
群
像
﹂
新
⼈
⽂
学
賞
も
や
?
た
︒
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
︑
よ
み
う
り
⽂
化
セ
ン
タ
þ
の
⽂
学
教

室
︑
朝
⽇
カ
ル
チ
ö
þ
セ
ン
タ
þ
の
⼩
説
教
室
の
講
師
で
あ
り
︑
毎
年
夏
浄
運
寺
で
開
か
れ
る
無
明
塾
に
中
野

孝
次
︑
窪
島
誠
⼀
郎
と
並
ん
で
講
師
で
あ
り
︑
﹁
朝
⽇
新
聞
﹂
の
書
評
委
員
を
⼆
年
ば
か
り
務
め
た
り
︑
ペ
ン

ク
ラ
ブ
﹁
Ｊ
Ｌ
Ｔ
﹂
の
編
集
委
員
で
あ
?
た
り
し
た
︒
す
べ
て
︑
何
時
始
ま
?
て
︑
ど
こ
で
終
わ
?
た
の
か
︑

よ
く
は
記
憶
し
て
い
な
い
︒
⼀
⼆
⽉
︑
⽇
本
芸
術
院
会
員
に
な
る
︒ 

⼀
九
九
⼋
年
︵
平
成
⼀
〇
年
︶
 

六
⼋
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
神
経
と
夢
想―

﹃
罪
と
罰
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︵
⼆
〇
〇
⼆
年
四
⽉
完

結
︶
︒
三
⽉
︑
﹁
婆
さ
ん―

江
⼾
の
⾯
影
﹂
を
﹁
武
蔵
野
⽇
本
⽂
学
﹂
に
︒
四
⽉
︑
﹃
作
家
と
作
品―

私
の
デ

q
サ
ン
集
成
﹄
︵
⼩
沢
書
店
︶
刊
⾏
︒
六
⽉
︑
中
国
の
東
北
地
⽅
へ
往
く
︒
⾼
井
有
⼀
団
⻑
︑
⾼
橋
昌
男
︑
笠



原
淳
︑
⽴
松
和
平
︑
佐
藤
洋
⼆
郎
︑
久
間
⼗
義
ら
と
︒
ハ
ル
ビ
ン
︑
⼤
連
の
⼈
と
街
に
強
い
印
象
を
受
け
た
︒

九
⽉
︑
嘉
村
礒
多
﹃
業
苦
・
崖
の
下
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
に
解
説
︒ 

⼀
九
九
九
年
︵
平
成
⼀
⼀
年
︶
 

六
九
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
余
談
・
閑
談
﹂
を
﹁
新
潮
﹂
に
︑
﹃
徳
⽥
秋
聲
全
集
﹄
第
⼀
七
巻
︵
⼋
⽊
書
店
︶
に
解
説
﹁
仮
装
と

真
実
﹂
︑
三
⽉
︑
﹁
﹃
家
族
シ
ネ
マ
﹄―

崩
壊
家
族
と
は
﹂
を
﹁
武
蔵
野
⽇
本
⽂
学
﹂
に
︑
六
⽉
︑
﹁
傷
か
ら

咲
い
た
花
﹂
を
﹁
新
潮
﹂
に
︑
佐
藤
洋
⼆
郎
﹃
夏
⾄
祭
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
に
解
説
︑
江
藤
淳
の
死
に
よ
?
て

⼀
〇
⽉
︑
﹁
⼈
⽣
斫
断
の
⼈
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
︑
﹁
江
藤
淳
の
死
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
批
評
の
透

き
間
﹂
︵
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹃
信
⻑
﹄
が
新
潮
⽂
庫
に
な
?
た
︒ 

⼆
〇
〇
〇
年
︵
平
成
⼀
⼆
年
︶
 

七
○
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
漱
⽯
と
江
藤
淳―

⼆
つ
の
⽣
﹂
を
﹁
波
﹂
に
︑
三
⽉
︑
﹁
中
原
な
ら
ど
う
読
む
？
﹂
を
中
原
中
也
記

念
館
・
館
報
に
︑
﹁
﹃
秘
め
ら
れ
た
批
評
﹄
と
い
う
領
域
﹂
を
﹁
武
蔵
野
⽇
本
⽂
学
﹂
に
︑
﹃
新
編
中
原
中
也

全
集
﹄
第
⼀
巻
︵
⾓
川
書
店
︶
⽉
報
に
﹁
精
神
の
ド
ラ
マ
﹂
を
︑
四
⽉
︑
﹁
何
で
も
な
い
こ
と
を
書
く
﹂
を

﹁
新
潮
﹂
に
︒
六
⽉
よ
り
⼆
�
⽉
に
⼀
回
の
﹁
時
代
⼩
説
評
判
記
﹂
︵
﹁
東
京
新
聞
﹂
︶
を
始
め
る
︵
〇
三
年

五
⽉
ま
で
︶
︒
良
い
時
代
⼩
説
は
⼼
を
さ
わ
や
か
に
す
る
も
の
で
あ
?
た
︒
⼋
⽉
︑
﹁
﹃
⼭
の
⼈
⽣
﹄
へ
⼀

⾔
﹂
︵
﹁
批
評
の
透
き
間
﹂
４
︶
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
書
く
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹃
⼩
⽥
切
秀
雄
全
集
﹄
別
巻
︵
勉
誠

出
版
︶
に
﹁
内
向
の
世
代
か
ら
﹂
を
書
き
︑
﹃
信
⻑ 

秀
吉 

家
康
﹄
が
学
研
Ｍ
⽂
庫
に
な
?
た
︒ 

⼆
〇
〇
⼀
年
︵
平
成
⼀
三
年
︶
 

七
⼀
歳 

三
⽉
︑
武
蔵
野
⼥
⼦
⼤
学
を
定
年
退
職
︒
四
⽉
︑
四
○
年
住
み
馴
れ
た
ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
賃
貸
２
Ｄ
Ｋ
が
建

て
替
え
に
な
る
の
で
︑
歩
い
て
⼀
○
分
く
ら
い
の
都
市
公
団
賃
貸
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
引
?
越
す
︒
⼀
四
階
で
⾒
晴
ら

し
は
い
い
が
︑
こ
の
年
齢
の
引
?
越
し
は
⼤
騒
ぎ
で
︑
い
ま
も
?
て
何
⼀
つ
⽚
付
か
ず
︑
⼿
帳
︑
メ
モ
︑
紙

⽚
︑
掲
載
誌
が
ど
こ
に
ど
う
あ
る
の
か
⾒
当
ら
な
い
︒
⼀
⽉
︑
﹃
瀬
⼾
内
寂
聴
全
集
﹄
︵
新
潮
社
︶
の
⽉
報
に

﹁
⼩
説
家
の
誕
⽣
﹂
の
連
載
を
始
め
る
︵
○
⼆
年
完
結
︶
︒
三
⽉
︑
﹃
世
界
の
中
の
三
島
由
紀
夫
﹄
︵
勉
誠
出

版
︶
に
﹁
三
島
由
紀
夫
と
ヴ
]
レ
リ
þ
﹂
︑
⼋
⽉
︑
﹁
漱
⽯
の
﹃
こ
こ
ろ
﹄
は
奇
妙
だ
﹂
︵
﹁
批
評
の
透
き

間
﹂
７
︶
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
九
⽉
︑
⾦
庸
﹃
碧
⾎
剣
﹄
︵
徳
間
⽂
庫
︶
に
解
説
を
書
く
︒
⼀
○
⽉
︑
﹃
⽚

⽿
の
話
﹄
︵
光
芒
社
︶
刊
⾏
︑
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
巻
３
︵
岩
波
書
店
︶
の
⽉
報
に
﹁
﹃
暗
夜
⾏
路
﹄
と

私
﹂
を
︑
﹁
臓
器
移
植
と
⼈
⾁
⾷
い
﹂
を
﹁
⼤
法
輪
﹂
に
︑
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
懐
し
い
顔―

追
悼
・
畑
⼭
博
﹂
を

﹁
⽂
学
界
﹂
に
︑
⼀
⼆
⽉
︑
﹁
﹃
暗
夜
⾏
路
﹄
と
﹃
罪
と
罰
﹄
﹂
︵
﹁
批
評
の
透
き
間
﹂
８
︶
を
﹁
季
刊
⽂

科
﹂
に
︒ 

⼆
〇
〇
⼆
年
︵
平
成
⼀
四
年
︶
 

七
⼆
歳 

四
⽉
︑
武
蔵
野
⼥
⼦
⼤
学
⽂
学
部
⽇
本
語
・
⽇
本
⽂
化
研
究
科
客
員
教
授
に
招
か
れ
る
︒
⽂
学
部
に
く
る
⼥
性

は
︑
卒
業
論
⽂
よ
り
卒
業
制
作
︵
⼩
説
︶
を
望
む
者
が
多
く
な
?
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
四
⽉
︑
﹁
出
て
来
い
︑

内
⽥
魯
庵
や
⼭
路
愛
⼭
﹂
︵
﹁
批
評
の
透
き
間
﹂
９
︶
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︒
そ
の
あ
と
中
国
の
戦
争
の
天
才

を
描
く
宮
城
⾕
昌
光
﹃
奇
貨
居
く
べ
し
﹄
︵
中
公
⽂
庫
︶
︑
五
⽉
︑
宮
城
⾕
昌
光
﹃
楽
毅
﹄
︵
新
潮
⽂
庫
︶
の

解
説
︑
六
⽉
︑
﹃
⼤
城
⽴
裕
全
集
﹄
５
﹃
⽇
の
果
て
か
ら
﹄
︵
勉
誠
出
版
︶
と
解
説
が
つ
づ
い
た
︒
七
⽉
︑

﹁
批
評
だ
?
て
芸
術
な
の
だ
﹂
を
﹃
⼩
林
秀
雄
全
集
﹄
別
巻
Ⅱ
︵
新
潮
社
︶
に
書
く
︒
九
⽉
︑
﹃
舗
⽯
の
思



想
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
を
刊
⾏
︒
⽇
中
⽂
化
交
流
協
会
の
⼀
員
と
し
て
訪
中
︑
北
京
や
上
海
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
︑
中
国
作
家
の
声
の
多
様
性
に
時
の
流
れ
を
感
じ
た
︒
ま
た
︑
﹁
戦
後
残
照
﹂
︵
﹁
⽇
本
経
済
新

聞
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︵
⼀
⼆
⽉
ま
で
︶
︒ 

⼆
〇
〇
三
年
︵
平
成
⼀
五
年
︶
 

七
三
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
中
国
⼗
⽇
間
の
印
象
﹂
を
﹁
新
潮
﹂
に
︑
﹁
新
し
い
魅
⼒
を
創
造―

井
上
雄
彦
﹃
バ
ガ
ボ
ン
ド
﹄
﹂

を
﹁
週
刊
読
書
⼈
﹂
に
︑
⾼
村
薫
﹃
マ
þ
ク
ス
の
⼭
﹄
︵
講
談
社
⽂
庫
︶
の
解
説
︒
⼆
⽉
︑
⾃
分
の
⼼
が
⽣
き

た
ラ
ス
コ
þ
リ
ニ
コ
フ
を
描
く
﹃
神
経
と
夢
想―

私
の
﹁
罪
と
罰
﹂
﹄
︵
講
談
社
︶
を
刊
⾏
︵
第
⼀
六
回
和
辻

哲
郎
⽂
化
賞
を
受
け
た
︶
︒
三
⽉
︑
⽂
芸
時
評
﹁
今
⽇
と
い
う
時
代
の
空
気
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
六
⽉
︑
﹁
炭

焼
き
︑
農
地
解
放
︑
法
然
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︒
﹃
信
⻑
発
⾒
﹄
︵
朝
⽇
⽂
庫
︶
を
刊
⾏
︒
七
⽉
︑
﹁
⽂
学

の
葉
脈
︵
の
ち
﹃
私
⼩
説
と
い
う
⼈
⽣
﹄
と
改
題
︶
﹂
︵
﹁
新
潮
﹂
︶
の
連
載
を
始
め
る
︒
⽼
齢
に
な
?
て
⽂

学
へ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
︵
〇
六
年
五
⽉
完
結
︶
︒
中
村
光
夫
・
三
島
由
紀
夫
﹃
対
談
・
⼈
間
と
⽂
学
﹄
︵
講

談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
の
解
説
﹁
対
談
に
よ
る
精
神
の
ド
ラ
マ
﹂
︒
九
⽉
︑
﹁
わ
が
街
わ
が
友
﹂
︵
﹁
東
京
新

聞
﹂
︶
の
連
載
︵
全
⼀
〇
回
︶
︑
﹁
少
年
の
理
由
な
き
殺
⼈
と
⽂
学
﹂
を
﹁
⻄
⽇
本
新
聞
﹂
に
︵
発
表
時
﹁
少

年
の
理
由
な
き
殺
⼈
﹂
︶
︒
⼀
⼀
⽉
︑
﹁
⽂
学
は
衰
退
し
て
い
る
か
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︒ 

⼆
〇
〇
四
年
︵
平
成
⼀
六
年
︶
 

七
四
歳 

⼀
⽉
︑
川
村
⼆
郎
︑
加
藤
典
洋
と
﹁
創
作
合
評
﹂
︵
﹁
群
像
﹂
︶
︒
﹁
美
⽂
の
深
さ
︑
怖
ろ
し
さ
﹂
を
﹁
抒
情

⽂
芸
﹂
に
︑
⼆
⽉
︑
﹁
フ
セ
イ
ン
と
﹃
罪
と
罰
﹄
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
三
⽉
︑
﹁
始
皇
帝
と
信
⻑
﹂
を

﹁
現
代
詩
⼿
帖
﹂
に
︑
四
⽉
︑
﹁
⼩
説
は
今
⽇
の
中
⾝
描
く―

芥
川
賞
の
⼆
作
を
読
ん
で
﹂
︵
﹁
朝
⽇
新

聞
﹂
︶
を
書
く
︒
⼋
⽉
︑
富
岡
幸
⼀
郎
の
活
発
な
議
論
に
触
発
さ
れ
た
﹃
信
⻑
と
⽇
本
⼈―

魂
の
⾔
葉
で
語

れ
！
﹄
︵
⾶
⿃
新
社
︶
を
刊
⾏
︒
﹁
拉
致
問
題
を
め
ぐ
?
て
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
九
⽉
︑
﹁
⾚
と
ん
ぼ
﹂

を
﹁
⼩
説
現
代
﹂
に
︒
⼀
○
⽉
︑
﹁
中
野
孝
次
・
良
く
⽣
き
た
⼈
﹂
を
神
奈
川
近
代
⽂
学
館
・
館
報
に
︒
﹃
⼩

説
家
の
誕
⽣ 

瀬
⼾
内
寂
聴
﹄
︵
お
う
ふ
う
︶
刊
⾏
︑
聴
く
と
い
う
こ
と
が
物
語
の
原
点
で
あ
り
︑
⼥
性
的
な
も

の
で
あ
る
と
感
じ
た
︒
⼀
⼀
⽉
︑
旭
⽇
中
綬
章
を
受
け
る
︒
⼀
⼆
⽉
︑
痛
く
な
か
?
た
の
で
︑
か
ら
だ
の
衰
弱

を
⽼
化
と
錯
覚
︑
突
然
胃
ガ
ン
と
⾔
わ
れ
︑
東
京
医
科
⻭
科
⼤
学
附
属
病
院
に
⼊
院
︑
腹
腔
鏡
⼿
術
に
び
?
く

り
︑
⼀
�
⽉
弱
で
退
院
し
た
︒ 

⼆
〇
〇
五
年
︵
平
成
⼀
七
年
︶
 

七
五
歳 

⼀
⽉
︑
﹃
批
評
の
透
き
間
﹄
︵
⿃
影
社
︶
を
刊
⾏
︒
五
⽉
︑
﹁
⾵
俗
を
描
く
凄
さ
と
巨
き
さ―

丹
⽻
⽂
雄
の
⽂

学
﹂
を
﹁
毎
⽇
新
聞
﹂
に
︑
七
⽉
︑
﹁
信
州
の
⾃
然
の
救
い
﹂
を
﹁
信
州
の
旅
﹂
最
終
号
に
︑
九
⽉
︑
﹃
⼩
林

秀
雄
対
話
集
﹄
︵
講
談
社
⽂
芸
⽂
庫
︶
に
解
説
﹁
潔
い
︑
男
ら
し
い
声
﹂
︑
﹁
﹃
倦
怠
﹄
へ
と
到
る
と
き
﹂
を

﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
⼀
〇
⽉
︑
﹁
花
袋
の
従
軍
記
と
震
災
⽇
記
﹂
と
﹁
戦
後
の
還
暦
︑
﹃
贅
沢
﹄
の
変
化
﹂
を

⼆
⽇
つ
づ
き
で
﹁
東
京
新
聞
﹂
に
書
く
︒
ま
た
︑
﹁
三
浦
哲
郎
の
私
⼩
説
家
魂
﹂
を
﹃
作
家
⽣
活
50
年 

三
浦

哲
郎
の
世
界
﹄
︵
デ
þ
リ
þ
東
北
新
聞
社
︶
に
寄
稿
︒
⼀
⼀
⽉
︑
⼤
学
の
あ
り
⽅
評
価
委
員
︵
私
学
連
盟
︶
を

務
め
る
︒
⼀
⼆
⽉
︑
妻
・
法
⼦
が
重
い
帯
状
疱
疹
を
患
い
閉
⼝
す
る
︒ 

⼆
〇
〇
六
年
︵
平
成
⼀
⼋
年
︶
 

七
六
歳 



⼀
⽉
︑
元
⽇
の
⼣
︑
痛
さ
募
?
た
法
⼦
を
医
科
⻭
科
⼤
病
院
の
救
急
窓
⼝
へ
︒
六
⽇
か
ら
⼀
�
⽉
ば
か
り
⼊

院
︒
﹁
薄
⽥
泣
菫
の
随
筆
﹂
な
ど
四
編
を
俳
句
誌
﹁
狩
﹂
に
︒
何
で
も
な
い
こ
と
を
書
く
随
筆
が
わ
た
し
に
は

⼤
切
に
な
?
た
︒
三
⽉
︑
武
蔵
野
⼤
学
︵
武
蔵
野
⼥
⼦
⼤
学
を
改
称
︶
を
退
職
︒
四
⽉
︑
﹁
⼥
⼦
⼤
で
の
お
笑

い
種
・
続
々
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
五
味
康
祐
﹃
柳
⽣
武
芸
帳
﹄
︵
⽂
春
⽂
庫
︶
に
解
説
︑
五
⽉
︑
宮
城
⾕

昌
光
﹃
⾹
乱
記
﹄
に
解
説
︒
六
⽉
︑
﹁
⽣
の
ス
タ
イ
ル
︵
奥
野
健
男
さ
ん
の
こ
と
︶
﹂
を
奥
野
展
の
パ
ン
フ
レ

q
ト
に
︒
七
⽉
︑
﹁
ち
あ
き
な
お
み
の
歌
を
聴
い
て
﹂
を
﹁
季
刊
⽂
科
﹂
に
︑
歌
声
の
深
さ
に
や
?
と
気
が
付

い
た
︒
⼀
〇
⽉
︑
﹁
戦
争
の
⼦
︑
東
京
の
⼦―

追
悼
・
吉
村
昭
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︒
⼀
⼀
⽉
︑
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

﹁
私
の
⽇
本
語
辞
典
﹂
に
出
演
︑
﹁
⾃
⼰
を
み
つ
め
る
こ
と
ば
﹂
︵
全
四
回
︶
︒
座
談
会
﹁
藤
沢
周
平
の
魅
⼒

を
語
る
﹂
︵
週
刊
﹁
藤
沢
周
平
の
世
界
﹂
創
刊
号
・
朝
⽇
新
聞
社
︶
に
参
加
︒
⼀
⼆
⽉
︑
﹃
私
⼩
説
と
い
う
⼈

⽣
﹄
︵
新
潮
社
︶
を
刊
⾏
︒ 

⼆
〇
〇
七
年
︵
平
成
⼀
九
年
︶
 

七
七
歳 

⼀
⽉
︑
﹁
遠
⽅
の
友
へ
﹂
を
﹁
群
像
﹂
に
︑
三
⽉
︑
⻄
部
邁
︑
富
岡
幸
⼀
郎
と
の
座
談
﹁
⼈
⽣
の
表
現
︑
魂
の

描
写
﹂
を
﹁
表
現
者
﹂
に
︒
同
⽉
︑
早
稲
⽥
⼤
学
か
ら
芸
術
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
る
︒
四
⽉
︑
﹁
⽣
の
歩
⾏

と
共
に
︵
中
原
中
也
︶
﹂
を
﹁
現
代
詩
⼿
帖
﹂
に
︑
五
⽉
︑
粟
津
則
雄
と
対
談
﹁
私
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
þ
﹂

︵
﹁
三
⽥
⽂
学
﹂
︶
︑
﹁
﹃
私
⼩
説
と
い
う
⼈
⽣
﹄
余
談
﹂
を
⽇
本
近
代
⽂
学
館
・
館
報
に
︑
六
⽉
︑
⼭
本
兼

⼀
﹃
⽕
天
の
城
﹄
︵
⽂
春
⽂
庫
︶
に
解
説
︑
七
⽉
︑
﹁
東
京
に
悪
の
華
を
﹂
︵
﹁
法
政
⽂
芸
﹂
︶
で
︑
わ
が
⻘

春
時
の
思
い
出
を
懐
し
く
振
り
返
?
た
︒ 

︵
著
者
編
︶ 


